
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
中
小

企
業
向
け
経
済
対
策
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
の
対
策
に
つ

い
て
、
１
日
も
早
い
事
業
実
施
に
向

け
、
総
額
２
千
９
７
４
万
円
の
専
決
処

分
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
月
４

日
に
始
ま
っ
た
令
和
３
年
第
１
回
錦

江
町
議
会
定
例
会
で
は
、
前
年
度
比

１
億
７
千
５
４
２
万
円
の
増
と
な
る
、

総
額
64
億
２
千
８
７
８
万
円
の
当
初
予

算
審
議
も
ス
タ
ー
ト
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
や
体
育
館
改
修
が
お
も
な
増
額
要
因

と
な
る
当
初
予
算
は
19
日
ま
で
審
議
さ

れ
ま
す
。（
詳
細
は
広
報
４
月
号
に
掲
載
）

広
報
き
ん
こ
う
が
、
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
広
報
紙
部
門
で
特
選
を
受

賞
し
、
日
本
広
報
協
会
主
催
の
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
鹿
児
島
県

代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
与
論
開
拓
団
が

度
重
な
る
逆
境
を
乗
り
越
え
、
盤

山
に
入
植
し
た
歴
史
を
特
集
し
た

令
和
２
年
12
月
号
が
高
い
評
価
を

受
け
、
錦
江
町
と
し
て
は
初
の
受

賞
。
毎
号
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ま
に
感
謝
し
、
今
後
も

「
伝
わ
る
広
報
」
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
の

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
が
初

の
２
億
円
を
突
破
し
、
過
去

最
高
額
の
更
新
が
続
い
て
い

ま
す
。
特
に
昨
年
８
月
か
ら

９
月
は
前
年
比
２
倍
以
上
。

巣
ご
も
り
需
要
に
よ
る
消
費

拡
大
も
寄
付
額
増
加
の
要
因

と
見
ら
れ
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
ア
ワ
ー
ド
部
門
大
賞
」

受
賞
な
ど
そ
の
使
い
道
も
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
特
産
品
Ｐ
Ｒ
や
町
の
知

名
度
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
の
貴
重
な
自
主
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ラ
ッ
シ
ク
ブ
ド
ウ
浜
田
農
園
が
、
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、
ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
本
土
最
南
端
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う

新
た
な
価
値
に
よ
っ
て
人
の
流
れ
を
生
み

出
そ
う
と
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現

在
は
福
岡
で
の
委
託
醸
造
で
す
が
、「
３

年
以
内
に
花
瀬
地
区
で
年
間
１
万
本
の
醸

造
を
目
指
す
」
と
意
気
込
み
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
浜
田
農
園
の
、
地
域
の
将

来
も
見
据
え
た
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
土
最
南
端
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
向
け

浜
田
農
園
が
Ｃ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

Ｆ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

前
年
度
比
約
１
憶
７
千
万
円
の
増

ふるさと納税寄付額が２月末で２億円超

農
林
水
産
大
臣
賞 

受
賞

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
審
議
始
ま
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
２
千
９
７
４
万
円
を
専※

決
処
分

木
下 

平 

さ
ん

（
川
北
自
治
会
）

子供やお年寄り向けに弁当考案

総 合経 済 広報きんこう特別創刊号「錦江新聞」令和３年３月発行

３月4日から始まった議会定例会。初日は町長が施政方針を述べ、補正予
算や総合振興計画の策定など承認されました。最終本会議は19日を予定。

錦江町役場 政策企画課内

☎ 0994-22-3032
［平日 8:30 ～ 17:15］

広報きんこう新聞社

現在 2.7ha の葉たばこを生産する木下平さん
と妻あけみさん。30年以上の栽培経験を誇る。

味
や
香
り
、外
観
と
い
っ
た
項
目
で
、

茶
の
品
種
や
生
産
時
期
、
生
産
地
を

判
定
す
る
「
茶
審
査
」
の
技
術
を
競

う
、
鹿
児
島
県
茶
審
査
技
術
競
技
大

会
が
行
わ
れ
、
錦
江
町
勢
が
個
人
部

門
で
上
位
に
多
数
入
賞
。
肝
属
チ
ー

ム
が
団
体
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
国
大
会
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
年
越
し
の
全
国

に
向
け
て
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
た
い

と
、
４
人
は
決
意
を
改
め
ま
し
た
。

茶業青年部 肝属チーム
県茶審査技術競技大会で団体賞 ２憶 1,187 万円で過去最高の寄付額（2020.4 ～ 2021.2）

※群衆と資金調達を組み合わせた造語。インターネッ
トを使って広く支援を呼びかける資金調達のひとつ。

銘茶の道を拓くと刻まれた石碑前で「さらに技
術を高め全国を目指す」と誓う池田光星さん㊨。

左から盤山の山田榮一さん、有馬芳子さん、森德一さん▶

令和３年２月末で２憶 1,187 万円を超え、
寄付件数は前年度にくらべて約 140％増加。

錦
江
新
聞

広
報
き
ん
こ
う
３
月
号 

特
別
企
画

特別創刊号

農
林
水
産
業
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

生
産
技
術
や
意
欲
を
高
め
よ
う
と
昭
和

37
年
に
始
ま
っ
た
農
林
水
産
祭
で
、
木

下
平
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
県
葉
た
ば
こ
共
進
会
で
も

優
秀
な
成
績
を
収
め
県
知
事
賞
も
受

賞
。
錦
江
町
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
の
会

長
も
務
め
る
木
下
さ
ん
は
「
後
継
者
や

人
手
不
足
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
築
い

て
き
た
産
地
を
守
る
の
が
使
命
」
と
力

を
込
め
、農
業
の
未
来
を
見
つ
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
増
え
る
弁
当
の

カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
量
な
ど
、
健
康
に

配
慮
し
て
開
発
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
を
３
事
業
者
が
進
め
て
い
ま

す
。
今
月
１
日
に
は
完
成
し
た
弁
当

の
審
査
会
を
開
催
。
高
齢
者
向
け
に

考
案
し
た
濵
田
佳
代
子
さ
ん
は
、「
ひ

と
り
暮
ら
し
だ
と
小
食
で
偏
っ
た
食

事
に
な
り
が
ち
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

発行：錦江町
令和３年３月

国指定重要無形民族文化財で、セリ

フはすべて与論の古い方言。竹と紙

で作った大きな仮面を使うのが特徴。

平成 27 年４月からの２年間、与論町役場へ

派遣。初年度は教育委員会で学校教育を担

当し、翌年は商工観光課で観光を担当した。

国指定重要無形民族文化財「十五夜踊り」の

踊り子や、サンゴ祭りの司会を務めるなど歴

史や文化、地域行事を通じて交流を深めた。

写真提供▶一般社団法人 ヨロン島観光協会

　Interview

　
２
年
間
、
人
事
交
流
職
員
と

し
て
与
論
町
役
場
に
勤
務
し
、

公
私
と
も
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
、
与
論
十
五
夜
踊
り
の
１
番
組
踊

り
子
と
し
て
、
伝
統
文
化
を
学
べ
た
こ
と

は
私
の
誇
り
で
す
。
日
本
中
に
使
者
を
派

遣
し
、
琉
球
や
大
和
の
文
化
を
集
め
て
作

ら
れ
た
与
論
十
五
夜
踊
り
は
、
島
中
安
穏

や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
踊
り
が
奉
納
さ

れ
る
ほ
か
、
相
撲
大
会
や
獅
子
舞
な
ど
老

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。

　
ま
た
、
与
論
島
で
一
番
印
象
深
い
の
が

「
お
も
て
な
し
の
文
化
」。
島
入
り
島
立
ち

さ
れ
る
方
に
は
、
歓
迎
か
ら
送
別
ま
で
心

か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
誠
の
島
で
す
。

観
光
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

与論町と職員人事交流が実現

平成 27 年４月から２年間

に
開
催
さ
れ
、
日
本
一
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ

ン
と
言
わ
れ
る
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

離
島
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
，
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、来
年
３
月
も
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
残
念
で
す
が
、
密
を
避
け
て
与
論
島
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
シＨ

Ｉ

Ｍ
マＡ

Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
を
２
月
に
企
画
し
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
く
れ
た
与
論
町
役
場
の
坂
元

課
長
補
佐
。
ま
る
で
天
国
と
称
さ
れ
る
、

与
論
島
の
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
は
。

ヨ
ロ
ン
を
知
る

錦
江
町
と

姉
妹
町
の

KINKO

YORON

奄 美 群 島 内 の 5 島 で の
み製造が許可されてい

るという黒糖焼酎、島有
泉。仕込みと割水にサン

ゴ礁からできる与論島
の地下水を使用し、すっ

きりした味わいが人気。
伝統の与論献奉にも欠

かせない黒糖焼酎です。
独特な世界観と映像美で、疲れた

現代人の心を充電する癒し系映画

「めがね」。撮影地のヨロン島には、

今でも多くのファンが訪れます。

毎年３月に開催され、1,000 人以

上が参加する人気イベント。与論

の絶景を見ながら島民の温かいお

もてなしを受けることができる。

グラスボートやダイビング、シー

カヤックなどマリンレジャーが充

実する与論島。空に浮いて見える

SUP はインスタ映え間違いなし！

与論島の名産であるモズクを使っ

た島の名物料理「もずくそば」。

ふんわりと磯の香りが漂う素朴な

味は、お土産品としても大人気。

与論青年団が企画・運営する夏祭

り。船のレースや青年団手作りの

サンゴファイターが登場。島唄や

エイサーで大盛り上がりの夏祭り。

美しい自然はもちろん歴史や文化、そして人が魅力のヨロン

映画「めがね」のロケ地にも

450 年以上続く与論十五夜踊り

ヨロンマラソン

充実のマリンレジャー

ヨロンサンゴ祭り

ヨロン定番「もずくそば」

映画ロケ地やドラマの撮影スポット

白い砂浜と透き通るエメラルドブルー

に輝くグラデーションの海は「天国に

一番近い楽園」と呼ばれています。大

潮の干潮時に現れる百合ヶ浜上陸ツ

アーも人気で、 ” 星砂を歳の数だけ拾え

ば幸せになれる ” という言い伝えも！

幻の白い砂浜 「百
ゆ り が は ま合ヶ浜」

60 を超えるヨロンの美しいビーチ

参加者数 1,000 人超えの人気ぶり

サンゴ礁が生み出す奇跡の海

青年団主催！与論島最大の夏祭り

お土産品として大人気の

黒糖焼酎 島
しまゆうせん有泉

伝統の与論献
けんぽう

奉

与論町役場 町民福祉課  坂元 守 課長補佐

来年３月はヨロンマラソン
が開催できない代わりに「ヨ

ロン SHIMA RUN キャン
ペ ー ン 」 を 開 催！ 2/1 ～

2/28 に来島された方にラン
ニングと観光を楽しんでも

らうお得なプランです。く
わしくは 22 ページに掲載！

ヨロンパナウル王国を紹
介

島の東側にある大金久海岸から、沖合い 1.5 キロに出現する幻の白い砂浜が人気。

観
光

観
光

文
化

イ
ベ
ン
ト

特
産

自
然

伝
統

焼
酎 ＆

与論町との姉妹盟約から半世紀
後世に継ぐ開拓魂

特
集

- 第１章 -想いを継ぐ

島
と
い
う
独
特
な
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
文

化
は
島
民
性
の
表
れ
で
あ
り
、
来
島
す
る

人
や
観
光
客
の
好
感
度
を
上
げ
リ
ピ
ー

タ
ー
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
い
た

い
、
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
が
与
論
島
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
美
し
い

自
然
や
絶
景
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
与
論

島
の
人
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
場
所
で
す
。

交流で深めた人とのつながり
錦江町役場 教育課 牧原 弘弥 主事

一
生
に
一
度
は
訪
れ
た
い
場
所
と
言
わ
れ
る
与
論
島
。

東
洋
の
真
珠
と
例
え
ら
れ
る
「
ヨ
ロ
ン
ブ
ル
ー
」
と
、
人
を
想
う
「
誠
の
島
」。

人
事
交
流
で
深
め
た
つ
な
が
り
か
ら
見
え
た
与
論
の
魅
力
を
２
人
に
聞
き
ま
し
た
。

人事交流で錦江町に派遣された

約90分

　
与
論
島
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
が
、
青
い
空
と
白
い
サ
ン
ゴ
礁
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
か
ら
「
一
生
に
一
度
は
訪

れ
た
い
場
所
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

60
以
上
あ
る
ビ
ー
チ
で
も
特
に
有
名
な
百

合
ヶ
浜
。
大お
お
か
ね
く

金
久
海
岸
の
沖
合
に
突
如
現

れ
る
白
い
砂
浜
は
、
春
と
夏
の
中
潮
か
ら

大
潮
の
干
潮
時
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る

奇
跡
の
砂
浜
で
す
。
さ
ら
に
、
透
明
度
の

高
い
海
で
多
く
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
与
論
島
は
、
年
間

７
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
有
数
の

リ
ゾ
ー
ト
地
。
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮

影
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　「
観
光
の
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
与
論
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。２
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、

心
か
ら
の
お
も
て
な
し
文
化
。
あ
の
人
に

会
い
た
い
と
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

に
、与
論
の
本
当
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
」

と
人
事
交
流
を
振
り
返
る
牧
原
主
事
。

　
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
毎
年
３
月
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小
学
生
の
と
き
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
事
業
で
与
論
島
を
訪
れ
ま
し

た
。
空
と
海
が
と
て
も
青
く
綺

麗
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
受
け
入

れ
て
く
れ
た
島
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
今

回
、
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
そ
ん
な
与
論

島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
、

同
じ
中
学
生
が
休
校
や
行
事
自
粛
な
ど

困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
も
し

自
分
が
同
じ
立
場
な
ら
、
ど
ん
な
に
心
細

い
か
、
不
安
か
考
え
ま
し
た
。
今
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
手
紙
を
送
る
こ

と
く
ら
い
で
す
が
、
こ
の
事
態
を
乗
り
越

え
、収
束
し
た
ら
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。

　Interview

半
世
紀
の
時
を
超
え

先
人
の
思
い
は
つ
な
が
っ
て
い
く

小
さ
な
島
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
。

来
島
自
粛
と
い
う
非
常
事
態
の
対
応
に
追
わ
れ
る
与
論
島
の
人
た
ち
を
思
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
必
死
に
考
え
、
行
動
し
た
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
が
つ
な
い
だ
絆
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち

与論中学校の生徒の皆さんへ  与論町は私たちが暮らしている田代と昔から交流があり、現在も夏休み

に小中学生が訪問させていただくなど繋がりがあります。訪れた小中学生

は、美しい海での様々な活動をはじめとする貴重な体験や与論町の方の温

かいおもてなしが心に残り、一生の思い出ができたと大変感謝しています。

　さて、今回、お手紙を書かせていただいたのは、与論町が新型コロナウ

イルスの影響で困っているというニュースを聞き、縁ある与論町の与論中

学校の皆さんと交流することで、お互いに新型コロナウイルスに負けない

元気を出し、中学校生活を乗り切ることができたらと考えたからです。　

　田代中学校は、昨年度の３月２日からの約１か月間、今年度の４月２２

日から約３週間、学校が休校になりました。夏休みは８月１日から３１日

までの短縮となりました。卒業式は卒業生のみ、入学式も一部省略で行わ

れました。部活動は多くの大会が中止となり、最後の地区総体もできませ

んでした。私は野球部の主将をしていましたが、なぜ自分たちの時にとい

う正直悔しい思いがあります。でも、苦しいのは私だけではないこと、一

緒に悩み、涙した仲間や先生がいること、何よりこの経験は絶対無駄では

ないという強い思いで、乗り越えることができました。

　２学期は、体育大会、文化祭、延期になっていた修学旅行等があります。

通常通りではなく、縮小や変更が出てくるかもしれません。そのような中

でも、田代中の仲間と協力して頑張りたいと思います。

　きっと与論中学校も同じように、今までも多くの行事が変更になったり、

今後も変更が出たりすることもあると思いますが、お互い新型コロナに負

けずに、ぜひ乗り越えていきましょう。早く終息して欲しいですが、その

間、私たち中学生が元気な姿を見せて、地域の皆さんにもエネルギーを届

けたいですね。最後までお読みいただきありがとうございました。
錦江町立田代中学校 ３年 生徒会長　德永 莉玖

苦しいときこそ支え合う

与論中の生徒と手紙で交流

田代中の生徒会を代表し、与論中学校の生徒に向
けてメッセージを送った前生徒会長の德永くん。

「自分たちも同じ立場ならきっと不安。少しでも
支えになれたら」と思いを話してくれました。

田代中学校 ３年  德永 莉
り く

玖 さん（前生徒会長）

写真左から 6年▶野口美羽さん、5年▶岩切和博くん、谷口琉依くん、宮田蓮くん

大原小の全児童 14 名が春から育てた、
もち米 25kg を与論の小学校へ届けま

した。新型コロナによる休校や行事
の相次ぐ中止に悩む姉妹町の子ども

たちを応援したいとメッセージも同封。水田のない与論島の小学生に栽培の様子も分かるよう写真も添えて思いを伝えました。収束して会える日を願って。

田代中学校の皆さまへ
　お返事が遅くなり申し訳ありません。先日は心温まるお手紙を送っ
ていただき、ありがとうございました。とても嬉しかったです。与論
島では、７月の新型コロナウイルスの件はひとまず落ち着き、日常を
取り戻しています。そちらはいかがでしょうか。田代中学校がある地
域も大変ではないでしょうか。
　与論中学校では生徒集会を開催して、皆さんからのお手紙を紹介さ
せていただきました。その後の感想では、多くの生徒が同じように行
事が変更されるなかから、私たちを励ましてくれる気持ちに感動し、
一緒にこの状況を乗り越えていきたいという思いを抱いていました。
　与論島には中学校が１校しかなく、他校の生徒会との交流が難しい
状況にありますが、今回、姉妹町というご縁で交流し、寄り添ってく
れる中学校があることを知り、とても心強かったです。　私たちは、11 月上旬にある文化祭に向けて準備をしています。皆さ
んの中学校でも文化祭が行われる時期でしょうか。与論中では、発表
日を学年ごとに分散する形式で行われます。形式は違いますが、発表
に込める思いは変わらず、どの学年も昼休みや放課後を利用して劇や
エイサーなど一生懸命取り組んでいます。　３年生にとっては中学校最後の文化祭なので、実施できることに感
謝し、観てくれる方を元気にできるよう頑張りたいです。田代中学校
の文化祭も無事開催できることを祈っています。　最後になりますが、今回は本当に私たちのことを心配してくださっ
てありがとうございます。新型コロナウイルスに負けずに頑張ってい
きましょう。そしてこれからも引き続き田代中学校と交流できること
を楽しみにしています。

与論町立与論中学校 生徒会代表 ３年 吉田 莉萌

大原小の児童がもち米届ける

与論の学校給食に大原のもち米が！

　
今
年
７
月
、
与
論
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
町
で
は
来
島

自
粛
を
呼
び
か
け
る
な
ど
緊
急
の
対
応
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
人
口
５
千
人
ほ
ど
の
小

さ
な
島
に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
３
割
以
上
が
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
65
歳
以
上
。
住
民
た
ち
の
間

に
は
大
き
な
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
白
い
砂
浜
と
透
明
な
海
か
ら
「
東
洋
の

真
珠
」
と
も
言
わ
れ
、
年
間
７
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
与
論
島
。
特
に
夏
休
み

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
来
島
自
粛
は
観
光

関
係
者
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
も
臨
時
休
校
に

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
島
全
体
が
目
に
見

え
な
い
敵
の
恐
怖
に
生
活
は
一
変
。
小
さ

な
島
で
起
き
た
前
例
の
な
い
事
態
は
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
た
錦
江
町
の
子
ど
も
た
ち
は
手
紙

に
思
い
を
込
め
、や
り
と
り
を
始
め
ま
す
。

苦
し
い
と
き
、
不
安
な
と
き
こ
そ
支
え
合

う
。
気
持
ち
を
伝
え
、
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
前
を

向
く
原
動
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

寄
り
添
う
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

与論町との姉妹盟約から半世紀後世に継ぐ開拓魂

特
集
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想いを継ぐ
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亡
き
母
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
――
。

今
あ
る「
平
和
」は
先
人
か
ら
の
贈
り
物

　
度
重
な
る
台
風
被
害

を
受
け
、
こ
の
ま
ま
農

家
を
続
け
る
か
迷
っ
て

い
た
頃
、
畑
の
土
が
流

れ
な
い
よ
う
畔
に
植
え

て
い
た
、
畦
畔
茶
に
目

が
止
ま
り
ま
す
。
台
風

の
被
害
も
受
け
ず
、
力

強
く
新
緑
の
芽
を
ふ
い

て
い
ま
し
た
。「
夫
と

こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
ヤ

ブ
キ
タ
の
改
良
品
種
の
苗
を
分
け
て
も
ら

い
、
４
人
で
30
㌃
の
畑
に
植
え
付
け
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
営

農
指
導
員
に
技
術
を
教
わ
り
、
昭
和
32
年

に
盤
山
茶
業
振
興
会
を
結
成
。
36
年
に
は

初
め
て
の
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
、
全
国
茶
共
進
会
で
二
等
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
品
質
の
良
さ

　「
当
時
は
と
に
か
く
食
べ
る
こ
と
に
必

死
で
し
た
。
伐
採
し
た
切
株
の
あ
い
だ
を

山
鍬
で
耕
し
て
野
菜
を
植
え
て
い
き
ま

す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
ま
き
、
初
め

て
収
穫
し
た
と
き
は
、
畑
に
し
ゃ
が
み
こ

ん
で
泣
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
母

に
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
…
」と
、

を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
後
、
茶
工
場
や
病

害
虫
の
防
除
施
設
、
電
力
供
給
な
ど
茶
産

地
と
し
て
の
環
境
を
整
備
。
さ
ら
に
、「
全

国
家
の
光
大
会
」
で
県
代
表
と
し
て
芳
子

さ
ん
が
取
り
組
み
を
発
表
し
、
全
国
１
位

と
な
る
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盤
山
は
標
高
が
高
く
、
香
り
高
い
良

質
な
お
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
集

落
全
員
の
協
働
、
団
結
の
お
か
げ
で
受
賞

で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

限られた時間。故郷の歴史を
次代へ引き継ぐことが使命

涙
を
浮
か
べ
当
時
の
心
境
を
話
し
ま
す
。

雨
が
降
る
と
集
落
の
共
同
作
業
が
で
き
な

い
た
め
、
２
km
ほ
ど
離
れ
た
営
林
署
の
山

へ
苗
木
を
植
え
に
行
く
日
々
。
仕
事
の
あ

と
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
小
学
校
に
通

う
妹
と
弟
に
持
た
せ
る
弁
当
を
作
る
た

め
、
地
元
の
家
を
回
っ
て
食
べ
物
を
恵
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。「
田
代
の
人
た
ち
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。
で
も
、
自
分

に
親
代
わ
り
が
で
き
て
い
る
か
毎
日
不
安

で
し
た
。
苦
し
く
て
も
、
何
も
な
く
て
も

人
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
育
て
な
け
れ
ば
。

そ
れ
が
母
と
の
約
束
だ
っ
た
か
ら
――
」。

　
今
年
、
戦
後
75
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
日
本
。
太
平
洋
戦
争
だ
け
で
も
、

３
百
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
も
う
」
で
は
な
く

「
た
っ
た
」
75
年
前
に
起
き
た
事
実
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。あ
れ
か
ら
日
本
は
、

戦
争
と
無
縁
の
平
和
を
享
受
し
、
奇
跡
と

も
言
え
る
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
時
の
体
験
を
語
れ
る
人
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
と
っ
て
、「
あ
た
り
ま
え
」
と
な
っ
て

い
る
平
和
。
し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
無
関
心
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
平
和
を

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歴
史
に
目
を

命と平和の重みを子どもたちに伝えている
写真提供：田代小学校

先遣隊の炊事を担当した
有馬 芳子 さん（盤山自治会）

Interview

与論町との姉妹盟約から半世紀
後世に継ぐ開拓魂

特
集

- 第１章 -
歴史を継ぐ

向
け
、
先
人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の

体
験
と
思
い
を
受
け
継
ぐ
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　「
戦
争
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
犠
牲
の
上
に
生
き
て
い
ま

す
。
あ
の
時
代
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
永

遠
の
平
和
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
芳
子
さ
ん
。
命
と
平
和
の

重
み
、
そ
し
て
故
郷
を
求
め
た
開
拓
団
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
語
る
芳

子
さ
ん
は
４
年
前
、
与
論
か
ら
の
満
州
開

拓
、
田
代
盤
山
へ
の
入
植
の
歴
史
を
綴
っ

た
「
私
の
人
生
論
」
を
執
筆
。
小
学
生
に

向
け
て
開
拓
団
の
歴
史
を
生
き
た
声
で
伝

え
る
な
ど
、
自
信
の
思
い
を
繋
い
で
い
ま

す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
、
そ
の
記

憶
を
心
に
刻
み
、
次
代
の
平
和
の
道
し
る

べ
に
な
る
こ
と
を
願
い
。

14 歳で与論島から満州へ移住。敗戦により満州を追われ、第二の故郷を求めて田代盤山に先遣隊炊事班として入植。90歳。

盤山青年団の団歌から一部抜粋

盤
山
青
年
団

　団
歌

有
馬 

芳
子

　作
詞

山
田 

實

　
　作
曲

あ
あ
若
人
よ
我
等
こ
そ

第
二
の
与
論
築
く
た
め

骨
も
命
も
こ
の
土
地
に

埋
め
る
覚
悟
で
働
け
ば

い
つ
か
花
咲
く
明
日
が
来
る
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昭
和
７
年
、
日
本
の
陸
軍
部
隊
「
関
東

軍
」
に
よ
っ
て
現
在
の
中
国
東
北
部
に
建

国
さ
れ
た
満
州
国
。
当
時
の
日
本
は
世
界

恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
、
深
刻
な
経
済
不

況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
農
村
経

済
を
支
え
て
い
た
養
蚕
業
は
大
打
撃
を
受

け
、
農
家
は
借
金
を
背
負
い
、
町
や
村
も

多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
農
村
地
域
の
経
済
再
建
、
都
市
部
の
失

業
者
対
策
と
し
て
、
昭
和
11
年
か
ら
本
格

的
に
進
め
ら
れ
た
「
満
州
農
業
移
民
百
万

戸
移
住
計
画
」。
移
民
に
よ
る
満
州
国
の

経
営
、
農
村
地
域
の
過
剰
人
口
問
題
の
解

決
、
疲
弊
し
た
農
村
経
済
の
立
て
直
し
、

食
料
増
産
な
ど
も
目
的
と
さ
れ
、
20
年
間

で
５
百
万
人
の
移
住
を
目
指
し
、
政
府
は

国
策
と
し
て
押
し
進
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
満
州
国
の
支

配
や
防
衛
と
い
っ
た
軍
事
的
な
目
的
も
あ

り
、
日
本
の
戦
況
悪
化
や
、
ソ
連
軍
侵

攻
な
ど
、
結
果
と
し
て
約
27
万
人

の
開
拓
団
の
う
ち
８
万
人
以

上
が
亡
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
の
故
郷
を
求
め
、

未
開
の
大
陸
に
架
け
た
虹

明
治
の
与
論
は
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
な
ど
の
悪
疫
で
千
数
百
人
を
超
え
る
死

者
を
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
度
重
な
る
台
風
や
干
ば
つ
に
よ
る
食
料
不
足
。
集
団
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
島
民
は
、口
之
津
や
満
州
に「
第
二
の
故
郷
」を
求
め
ま
し
た
。

３歳で与論島から満州
へ移住。敗戦後、

田代盤山へ姉２人と入
植した。現在は自

治会長を務め、開拓団の
歴史を語り継ぐ。

盤山自治会

山田 榮一 自治会長

Interview

姉妹盟約までの歩み
錦江町と与論町

花火や市中パレードで島
民から

盛大な歓迎を受けました。
式典で

両町長が調印。1,000 人
以上が

つめかけ祝賀会が行われま
した。

姉妹盟約の式典は与論
町で行われ、

本町から 12名が出席。
パレードや

与論献奉で熱い歓迎を
受けました。

人口過密により満州への
分村

計画が立てられ、昭和 1
9 年

に 130戸が満州国錦州盤
山に

入植しました。翌年には
終戦

を迎え、日本へ引き揚げ
るこ

とになりますが、故郷与
論島

はアメリカの統治下とな
り帰

島することができません
。そ

こで内地開拓を目指し田
代大

原地区への入植を決めまし
た。

満
州
の
盤
山
へ
分
村
の
た
め
入
植

戦
時
下
、
与
論
島
は
人
口
過
密
対
策
と

し
て
移
住
を
計
画
。
二
度
目
の
移
住
先

が
満
州
国
（
現
在
の
中
国
）
で
し
た
。

敗
戦
後
に
田
代
大
原
へ
入
植

敗
戦
後
、
与
論
島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
帰
島
で
き

ず
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
田
代
へ
。

田
代
町
と
姉
妹
盟
約
を
締
結

入
植
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
り
、

23
年
後
の
昭
和
44
年
６
月
７
日
に
、
与

論
島
で
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
与
論
島
は
奄
美
諸
島
で
一
番
小
さ
な
島

で
、
高
台
で
も
標
高
90
ｍ
と
平
ら
な
島
で

す
。
山
や
川
は
な
く
、
周
囲
が
約
23
㎞
と

車
な
ら
30
分
ほ
ど
で
１
周
で
き
ま
す
。

　「
船
か
ら
だ
と
分
か
り
に
く
い
が
、
飛

行
機
か
ら
見
れ
ば
ど
れ
だ
け
島
が
小
さ
い

か
よ
く
分
か
る
」
と
話
す
山
田
榮
一
さ
ん

も
、
与
論
か
ら
満
州
へ
移
住
し
た
開
拓
団

の
一
人
。そ
の
割
に
昔
か
ら
人
口
が
多
く
、

口
之
津
や
三
池
に
千
数
百
人
を
移
住
さ
せ

た
明
治
の
集
団
三
池
炭
鉱
移
住
後
も
、
減

る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
、
昭
和
10
年
代
に

は
人
口
が
８
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　
村
当
局
が
三
池
に
続
く
「
第
二
の
集
団

移
住
」を
考
え
て
い
た
頃
、国
の
手
に
よ
っ

て
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
満
州
移
民

田代 盤山

屋久島

韓国

北朝鮮

中国
（満州）

与論島

奄美大島

沖縄

移
住
し
た
翌
年
に
迎
え
た
日
本
の
敗
戦

　
与
論
開
拓
団
が
満
州
に
入
植
し
た
の

は
昭
和
19
年
の
春
か
ら
秋
。
国
策
と
し

て
押
し
進
め
ら
れ
た
「
満
州
開
拓
集
団

移
民
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
７
年
が
第
一

次
試
験
移
民
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
与
論

開
拓
団
は
12
年
も
経
過
し
て
か
ら
の
開

拓
団
で
し
た
。
翌
年
８
月
に
日
本
は
敗

戦
を
迎
え
、
満
州
を
追
わ
れ
る
歴
史
か

ら
み
て
も
、
与
論
開
拓
団
は
あ
ま
り
に

「
遅
す
ぎ
る
開
拓
団
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
遅
い
入
植
の
割

に
受
入
体
制
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
住
宅

は
お
ろ
か
、
衣
類
や
食
料
に
も
不
自
由

し
て
い
ま
し
た
。
飲
み
水
は
、
濁
っ
た

た
め
池
か
ら
汲
ん
だ
水
を
ろ
過
し
た
も

の
で
、
塩
分
も
多
く
不
衛
生
な
環
境
。

「
食
料
増
産
。
お
国
の
た
め
―
―
」
の

美
名
の
割
に
は
、
戦
時
中
と
は
い
え
、

あ
ま
り
に
ひ
ど
い
受
入
体
制
で
し
た
。

昭和 56 年に、田代入
植 35 周年

を記念して発行された
「盤山開拓

三十五年の歩み」。開
拓当時の思

いを受け継ぐため、先
遣隊長の手

記や当時の写真も掲載
している。

入植記念日の７月 18
日に毎年集

まり黙とうを捧げてい
る。「今年

は新型コロナの影響
で集まれな

かった。来年は入植 7
5 年目。夏

に向け準備を進める」と
榮一さん。

写真は入植 70年の式典
で撮影したもの

入植 35 周年記念事業
で建てられ

た記念碑。公民館敷地
内の小高い

丘に公園を整備し、慰
霊碑も

建てられた。満州開拓
から

盤山入植までの歩みや
、

第 13 次与論開拓団の

名前が刻まれている。

盤山公民館に続く道路
沿い約 2km

に植栽された１万２千
本を超える

アジサイ。開拓団の一
員として故

有馬功氏が、盤山を訪
れる人たち

の心を和ませたいと植
え始めた。

錦
江
町
と
与
論
町
が
姉
妹
盟
約
締
結

与
論
町
と
初
の
町
職
員
人
事
交
流

交
流
事
業
と
し
て
職
員
の
人
事
交
流
が

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
牧
原
弘
弥
主
事
が

２
年
間
、与
論
町
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
20
周
年
で
田
代
へ
来
町

20
周
年
を
記
念
し
て
与
論
町
か
ら
10
名

が
田
代
に
来
町
。
同
年
に
与
論
町
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
固
い
握
手
で
限
り

な
い
友
好
と
交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。

入
植
60
年
周
年
と
な
る
平
成
18
年
６
月

７
日
に
、
錦
江
町
と
与
論
町
が
あ
ら
た

め
て
姉
妹
盟
約
を
締
結
。
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
、
揺
る
ぎ
な
い
絆
と
交
流
を

誓
っ
て
、
両
町
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

「
少
年
の
船
」
で
交
流
が
始
ま
る

田
代
か
ら
52
名
、
与
論
か
ら
45
名
の
子

ど
も
た
ち
が
「
少
年
の
船
」
で
互
い
の

町
を
訪
問
。友
好
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

「
食
料
増
産
、
お
国
の
た
め
に
―
―
」

第
二
の
故
郷
を
求
め
た
苦
渋
の
決
断

計
画
で
し
た
。
そ
の
頃
の
農
村
は
不
況
の

あ
お
り
で
生
活
が
苦
し
く
、
都
会
へ
出
た

若
者
も
失
業
し
て
帰
っ
て
く
る
時
代
。
耕

地
面
積
の
少
な
い
与
論
島
民
は
、
政
府
か

ら
「
満
州
へ
行
け
ば
広
大
な
土
地
を
分
け

与
え
る
。
渡
航
費
用
も
出
す
」
と
進
め
ら

れ
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
分
村
移
住
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第１章 -
歴史を継ぐ

昭和
44
年

平成
元年 昭和

63
年

平成
18
年

平成
27
年

昭和
21
年

昭和
19
年
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